
≪主要課題≫ 国内外での普及拡大・活用促進
【A】活用促進・普及拡大 (２)
【C】相互承認の在り方についての検討と、今後の方針及び対応方策の立案・実施 (１)
【C】他国のエンジニア資格制度の構築及び普及への協力 (１)

その他関連事項
≪今後の検討方針案≫
A課題については、文部科学省・日本技術士会から活動状況について随時報告を受ける。
C課題は、国際的な動向を踏まえつつ今後の対応方針について実現可能性の高い具体的な検討を行う。

制度検討特別委員会

≪主要課題≫ 継続研さん・更新制及び総合技術監理部門の位置づけ
【B】更新の要件や実施方法の検討 （３）
【B】CPD制度の見直し （３）
【C】総合技術監理部門に求められる資質能力等の整理 (６)
≪今後の検討方針案≫
1)技術士のCPD登録制度の導入について報告をする。
2) 1)の報告に基づき、 CPD登録制度の運用を開始する。
その状況報告を制度検討特別委員会にて定期的に確認する。

3) C課題は、第11期制度検討特別委員会において継続して審議を行う。

継続研さん・更新検討作業部会
≪主要課題≫ 技術士試験の適正化、IPD制度の整備・充実

（技術士補制度の適正化を含む）
【B】技術者キャリア形成スキームの周知とそれに合うGA、PC取得の支援 (２)
【B】IPD制度の整備・充実 (４)
【B】技術士補制度の見直し、活用促進 (４)
【B】第一次試験の適正化 （５）
【B】外国人エンジニア(主に外国人留学生)が受験しやすい試験方法等の検討 (５)

≪今後の検討方針案≫
1)技術士制度におけるIPD制度の導入について報告をする。
2) 1)の報告に基づき、IPD制度について詳細を詰めるとともに、主要課題について
第11期同作業部会において継続して審議を行う。
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※( )内の数字は「技術士制度改革に関する論点整理（第9期技術士分科会報告書）」における
審議項目の番号 ※A,B,Cは同論点整理の当面重点的に取り組むべき項目の分類。
A:実際に対応を行っていくもの、B：具体的な方針を検討するもの、C：さらに検討が必要なもの

検討内容の報告 検討内容に対するレビュー

（※）
IPD：Initial Professional Development（初期専門能力開発）
CPD：Continuing Professional Development（継続研さん）
GA：Graduate Attribute（卒業生としての知識・能力）
PC：Professional Competency（専門職としての知識・能力）

～スケジュール観～
R2.初秋まで 「技術士制度におけるIPD制度の導入」及び「技術士のCPD登録制度の導入」について、各作業部会にお

いて審議。
R3.1月頃 制度検討特別委員会において、各作業部会の報告を受け、 「論点整理に基づく検討報告（案）」を

作成・審議。
R3.2月頃 第10期技術士分科会として、「論点整理に基づく検討報告」を決定・公表。

初期専門能力開発・試験検討作業部会

別紙２


